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――――――――― 1 ―――――――――

比較現代日本論研究演習 III／現代日本論演習 (田中重人)

第 1講「推測統計の基礎」(2012.10.2)

1. 記述統計と推測統計

2. 無作為抽出

3. 点推定と区間推定

4. 2項分布

――――――――― 2 ―――――――――

【記述統計と推測統計】
記述統計 (descriptive statistics) 

＝データ (ケース) の特徴を
数値や図表にまとめる

推測統計 (inferential statistics) 
＝確率的な誤差を考慮して、
母集団の特徴を推測する

(教科書 pp. 3–5) 

――――――――― 3 ―――――――――

【無作為抽出】
random sampling 

母集団から計画標本を選ぶ際に、

すべての個体の抽出確率が等しくなる

ように抽出する

「等確率標本」(probability sample)

――――――――― 4 ―――――――――

袋のなかに色つきの玉が 100個入っている:

赤色: 60個

青色: 20個

黄色:  4個

……

この袋から玉をひとつ取り出したとき、その

色は……?

――――――――― 5 ―――――――――

全世界から n 人を無作為抽出したとき、
そのなかに○○は何％ふくまれるか?

→ ２項分布

――――――――― 6 ―――――――――

【母集団特性の推定】

全世界から 8人を無作為抽出:

うどん が好き: 8人

そば が好き: 0人

うどんが好きな人の比率は?

――――――――― 7 ―――――――――

【区間推定】
interval estimation 

「答えは たぶん この範囲内にある」
↓

信頼率 (confidence level) を適当に設定して

信頼区間 (confidence interval) を求める

――――――――― 8 ―――――――――

【区間推定の原理】

(1) 「信頼率」を決めておく  (たとえば 95%)

(2) データから統計量を計算する

(3) 母集団分布についていろいろなケースを

想定する。その想定のもとでの標本統計量

の確率分布を計算し、95%の確率で出現す

る範囲を確定する。
――――――――― 9 ―――――――――

(4) この範囲のなかに、データから求めた統計

量の値がふくまれるかを調べる

(5) (4) の条件を満たす想定ケースのすべて

について統計量を求める

(6) (5) で求めた値の集合が

「95%信頼区間」である



――――――――― 10 ―――――――――

標本比率mはわかっているが母比率Mが不明

の場合の区間推定

m=1 のとき Mは? (n =8 とする)

――――――――― 11 ―――――――――

多めに出てしまっている可能性:

Mを適当に仮定して

8回「うどん」が出る確率 を計算する

もし M＝0.9 なら……

もし M＝0.8なら……

もし M＝ なら……
m = 1になる確率が 2.5%以上であるMの範囲は?

――――――――― 12 ―――――――――

すくなめに出ている可能性も同様に:

m = 1になる確率が 2.5%以上になるMの範囲は?

――――――――― 13 ―――――――――

【もっと複雑な例】

全世界から 400人を無作為抽出:

うどん が好き: 240人

そば が好き: 160人

うどんが好きな人の比率は?

――――――――― 14 ―――――――――

【確率の理論分布】

特定の仮定から

理論的に導出された確率の分布

例：硬貨を投げるとき

表が出る →

裏が出る →

――――――――― 15 ―――――――――

【2項分布】

Binomial distribution 

硬貨を n回投げる。

表が出る回数を xとする。

n = 4 のとき、 x はどのような値を

どのような確率でとるか?

――――――――― 16 ―――――――――

【計算方法】

表=1, 裏=0であらわすと

 0 0 0 0 (x=0) 

0 0 0 1 (x=1) 

0 0 1 0 (x=1) 

0 0 1 1 (x=2) 

...............

1 1 1 1 (x=4) 

の16通り。それぞれ等しい確率 (1/16) で起こると考える。

――――――――― 17 ―――――――――

n = 4, 確率= 0.5 の 2項分布

0 1 2 3 4
0

0.1

0.2

0.3

0.4

――――――――― 18 ―――――――――

【宿題】
タコの Paul氏の 2010年 FIFA ワールドカッ

プでの活躍について、推測統計の観点から論

じよ。(月曜正午までに ISTUへ提出)

参考：http://ja.wikipedia.org/wiki/パウロ_(タコ)
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2012.10.30 授業資料 

比較現代日本論研究演習 III / 現代日本論演習 (田中重人) 

 
表 1 性別と性別による不公平感との関連 

性別による不公平   
性別 

「大いにある」 「少しはある」 「ない」 合計 （人）

男性 36.0  50.5  13.5  100.0 (111) 

女性 27.3  56.8  15.9  100.0 (132) 

合計 31.3  53.9  14.8  100.0 (243) 

Cramer's V=0.094. p < 0.05 無回答=7.

 
 

表 2 県や市町村の部課長以上の役人に知り合いがいる比率の男女差 

性別 ％ (人)

男性 46.0 (113)

女性 27.6 (134)

合計 36.0 (247)

φ=0.191*． 無回答=3．

*: 5％水準で有意. 

 
 

表 3  生活全般満足度の男女差 (1) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

η＝0.198.  p < 0.05. 

 

表 4  生活全般満足度の男女差 (2) 

性別 平均 標準偏差 (人) 

男性 2.62 1.02 (114) 

女性 2.24 0.91 (136) 

合計 2.41 0.98 (250) 

                    η＝0.198*.  *: 5%水準で有意. 

  

 
 

表 5  性別役割意識の男女差 (1) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086.  p > 0.05.  無回答＝７. 

 

 

表 6  性別役割意識の男女差 (2) 

 平均 標準偏差 (人) 

男性 1.77 0.67 (111) 

女性 1.89 0.65 (132) 

合計 1.84 0.66 (243) 

             η＝0.086ns.  ns: 5%水準で非有意. 

                                    無回答＝７. 
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2012.11.13 比較現代日本論研究演習 III / 現代日本論演習  

第 7 講「さまざまな相関係数」(田中重人)  

 
1.  Kendall の τb 
2. Pearson の積率相関係数 r 
3. Spearman の rs 
4. 相関係数の使い分け 

――――――――― 2 ――――――――― 

【実習】 
Kendall の τb がプラスになる表とマイナス

になる表を出力し、クロス表の％を見て解釈

する 
 

――――――――― 3 ――――――――― 

【変数の標準化】 
(間隔尺度の場合) 

平均＝０, 標準偏差＝1になるよう変換する。 

SD
平均−= xX  

これで単位を気にせずに比較できるようになる 

(教科書 pp. 129, 130) 

――――――――― 4 ――――――――― 

【相関係数】 
Pearson の積率相関係数         

標準化済みの変数 X, Y について 

N
XYr の総和=  

単に「相関係数」といえばこの r をさす  

欠点：はずれ値や歪みに弱い

――――――――― 5 ――――――――― 

【Spearman の順位相関係数】 
 
各変数を順位に変換した上で、 
Pearson の積率相関係数を求める。        
 
rs または ρ であらわす。 

 

――――――――― 6 ――――――――― 

【SPSS コマンド】 
クロス表の「統計」オプション 
 
→「相関係数」を選択 

――――――――― 7 ――――――――― 

【相関係数類の使いわけ】 
順序尺度の場合 → Kendall の τb  

または Spearman の rs 
間隔尺度の場合 

正規分布なら → Pearson の r 
歪みや外れ値 → Spearman の rs 

――――――――― 8 ――――――――― 

【各種相関係数の性質】 
相関係数が 0 または ±1 になるのは 
どのような場合か? 
 
・Goodman-Kruskal のγ 
・Kendall の τb 
・Pearson の r 
・Spearman の rs 

――――――――― 9 ――――――――― 

【文献】 
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ルブック』北大路書房。 

Bohrnstedt, G. W. and Knoke, D. (1992)『社会統計学』(海野道郎・

中村隆監訳、学生版) ハーベスト社. 
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